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Q 6

A

Q 7
本人ではなく，家族又は近所で風疹の流行がみられた場合にワクチン接種を始めても

よいでしょうか。

A

今まで麻疹に罹ったことのない子どもが麻疹に罹っている子どもと遊んだり，兄弟のうち一人が麻

疹に罹っている時は，ふつうは感染してしまいます。麻疹に罹っている子どもなどと接触した時期がはっき

りしている場合には，72時間以内にワクチンを接種すると自然麻疹の発症を防ぐことが可能なこともある

といわれています。しかし，兄弟等が麻疹と診断された場合は，診断されたときに未感染の兄弟には既に感

染して72時間以上過ぎていることが多いので，ワクチン接種は間に合わないことが少なくありません。こ

のような場合には，６日以内であればガンマグロブリンの筋注で発症を防いだり，軽症化させることができ

る場合があります。しかし，ガンマグロブリンによる予防効果は一時的なものです。ガンマグロブリン筋注

後，３カ月以上経過した後にワクチンを接種することが必要です。またガンマグロブリンを使用する時はヒ

ト血液製剤であること，接種に際しては体重１kgあたり0.33mL程度の量を筋肉内に注射する必要がある

ため，かなりの疼痛を伴うという認識のもとに使用すべきです。

麻疹に対する免疫がない者が麻疹患者と接触したときの予防接種は，どうすればよい

でしょうか？

は500人以上，埼玉県，大阪府，静岡県，愛知県，京都府，秋田県，広島県，岡山県，兵庫県では100人以

上となり，患者数０人の都道府県はありませんでした。特に多かったのは，中学生・高校生の年齢層で，10

代が約半数，20代が約25％で，次いで０－１歳児も1,000人を超える患者数になりました。予防接種歴を見

ると約半数が予防接種歴無し，約25％が１回接種歴有り，残りは接種歴不明でした。２回接種歴有りの者

は全体の１％程度と極めて少なく，２回目の接種から発症まで２週間以内の者も多いことから，間に合わず

に発症したと考えられました。

家族等に発病者がいても本人が接種不適当者の事項に該当していなければ，接種しても差し支えは

ありませんが，当日の本人の健康状態を十分に把握した上で実施してください。ただし，本人が既に風疹ウ

イルスに感染して潜伏期間内であれば，ワクチンの効果が現れる前に発病してしまうことがあります。


